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　ブールやフレーゲが注目した真と偽の２つの真理値のみを持つ 2 値論理を標準論理と呼び、それ以外の諸々の変

種の論理を非標準論理と呼んでいる。標準論理は論理の基礎であり、任意の命題Aに対して、（１）同一律：“Aは（常に）

A である”、（２）排中律：“A または￢A（A の否定）（の何れか）である”および（３）矛盾律：“（同時には）A か

つ￢A（Aの否定）でない”が成り立つので理想化された論理と云えるが、実用面でもコンピュータの仕組み（2進数）

に応用されている。

　しかし、次のようなパラドキシカルな文が存在し、標準論理の枠組みで扱えないと云う問題がある。

　例１　　“この文は正しくない。”

　例２　　Aさん：　“Bさんの云うことは正しくない。”

　　　　　Bさん：　“Aさんの云うことは正しい。”

　今、例１の文を記号 Aで表すと、例１が述べている“Aは正しくない（￢A）”が A自身と論理的に等価になり、

A≡￢Aが成り立つがこれは矛盾である。例２についても同様に A≡￢Bかつ B≡Aより、B≡￢Bが成り立つので矛

盾が生じる。このような矛盾が生じるパラドキシカルな文については種々の解釈が存在する。1つはパラドキシカ

ルな文を無意味な文として全く認めない考えである。しかし、パラドキシカルな文は特殊な文ではなく、言語使用

の中でごく普通に現れるので何らかの正当な解釈を必要とする。他の解釈法として、文を表現する言語（対象言語）

とその文の正しさを議論する言語（メタ言語）を峻別する言語階層説がある。この説に従うと、例１では Aと Aは

正しくない（￢A）は言語の階層が異なるので論理的同値性 A≡￢Aを議論できず、矛盾は生じない。この他の解釈

法として、２値（真と偽）以上の論理値（3値：真と偽と中間、４値：真と偽と真かつ偽と真または偽）に基づい

た論理的枠組みを使用する説がある。

　本研究では、標準論理の基本的性質の１つである同一律：“Aは（常に）Aである”を仮定しない論理的体系を提

案し、併せてその意味論的解釈を導入し両者の間の１対１対応関係を完全性定理として証明した。最初に２つの文

の関係を表す表現として、ペア文（Ai, Bj）を導入した。この表現の意味は、“ステージ番号 iでの文 Aはステージ

番号 jでの文 Bを参照している”、ことを表す。例えば例１は、（A0, ¬A1）と表せる。この意味は、“ステージ番号

0での Aはステージ番号 1での￢Aを参照している”を示している。このペア文の導入により、矛盾する論理的同

値性 A≡￢Aを異なるステージ間の参照関係（A0, ¬A1）として論理的に扱うことを可能にした。また、このステー

ジ番号の導入により、（A0, ¬A1）の Aを￢Aで置換すると（¬A1, ¬¬A2）が得られ、両者から推移律により（A0,¬¬A2）

が導かれる。よって、二重否定律（A2,¬¬A2）を仮定すると例１のタイプのパラドキシカルな文は周期２で元の Aに

戻ることが分かる。
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　従来の標準論理で仮定していた同一律：“Aは（常に）Aである”

は、（A0, A0）のペア文で表現できるのでステージ番号を無視する

（0に固定する）時には、従来の標準論理が得られる。その意味

で本研究が提案する論理は従来論理の保存的拡大になっている。

　今後の課題としては、ペア文（Ai, Bj）の複素形真理値を導入

して吟味することで、他の種々の論理体系の振る舞いを共通の体

系上で比較検討することが考えられる。
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